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1　はじめに

高層ビルの建築ラッシュ（写真1左），大規

模な道路拡張工事（写真1右）など，活気に満

ちあふれる今日の北京の光景は，中国における

鉱物資源の消費が急増していることを実感させ

る。

中国の鉱物資源の消費量は，改革開放後の，

とりわけ90年代以降の急速な経済発展とともに

驚異的な伸びを見せている（第1図）。銅の消

費量を見てみると，95年に旧西ドイツを，98年

に日本を，そして02年にはアメリカをも一気に

抜き去り，以来世界第1位の消費国となってい

る（志賀，2003）。中国は国内需要を自国の資

源で賄おうと，国中で鉱物資源の探査開発を積

極的に展開しているが，国内資源だけでは需要

を満たすことができず，チリ，ペルー，カナダ，

モンゴル，インドネシア，日本，オーストラリ

ア，カザフスタンなど世界各地から鉱石，地金，

スクラップを大量に輸入している（志賀・納，

2000；World Bureau of Metal Statistics，1969－

2006）。その輸入量は年々膨らんでいる。

広大な面積を持つ中国は資源ポテンシャルが

高いので，探査機器の近代化を進めまた新しい

写真1　左：高層ビルの建築ラッシュ（北京市郊外，1999年8月撮影）。右：古い民家の解体と道
路拡張工事。古い民家が壊され，そこに高層ビルが建てられている。また道路の拡張工事
では鋼管や電線が埋設されている（北京市中心部，1996年10月撮影）。こうした工事は北
京市内のあちこちで見られ，鉄，銅などの金属の消費が急増していることを実感させる。
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計画　経済時代 改革・開　放　時代
社会主義
．市場経済

第1図　中国における銅の地金消費量．地金生産量，鉱石生産量および自給率の推移
志賀（2000）とShiga

探査手法を導入することにより新たな資源が発

見される可能性は高い。このような背景から中

国は，92年10月，日本に対して鉱物資源の地球

化学的探査研究手法の技術協力を要請した。日

本はこれに応えて，94年9月から01年8月まで

（2002）を基に作成した。

の7年間（2年の延長期間を含む。），プロジェ

クト方式技術協力＊1を実施した。

著者は96年4月8日から97年4月7日までの

1年間，国際協力事業団＊2（以下，JICAとい

う。）から長期専門家として現地に派遣され，

りプロジェクト方式技術協力とは，専門家派遣，研修員受入，機材供与の3つからなる技術協力をいう0

■2現，国際協力機構
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その後はプロジェクト終了まで毎年，短期専門

家として派遣された。本稿では，主として著者

の長期専門家期間中の活動内容を紹介し，遭遇

した問題点を指摘し，いくつかの対策を提案す

る。

2　プロジェクトの目的等

プロジェクトの基本計画によれば，プロジェ

クトの目的，活動等は以下のとおりであった。

（1）目　的

中国に研究所を設立し，そこを拠点に，鉱物

資源（とくに銅，金，銀，希金属，希土類）の

地球化学的方法を主体とした探査を実施するこ

と。

（2）主な目標

研究所において中国人カウンターパートに地

球化学的方法を用いた鉱物資源探査の基礎的研

究技術を習得させること。

（3）活　動

①基礎的研究技術の向上：カウンターパート

に次の技術を移転する。野外調査，偏光顕

微鏡観察，X線回折分析，EPMA（X線マ

イクロアナライザ）分析，鉱物中の流体の

化学分析，安定同位体の測定，Rb－Sr法等

による年代測定，岩石・土壌等の主成分お

よび微量成分分析など。

②鉱床の形成過程の検討

③推定埋蔵量の地球化学的検討

④探査適用区域の広域地質学的検討

⑤組織・機構の整備

⑥機材の整備：活動に必要な機材を調達し，

カウンターパートにそれらの操作方法と保

守管理の方法を移転する。

3　プロジェクト始動までの協議

3－1　事前調査団の派遣

中国からの要請を受けて日本は，93年初頭か

ら外務省，文部省（当時），通産省（当時），大

学，JICAが中心となって協議を重ね，93年10

月25日～11月5日に事前調査団（団員数6名）

を中国に派遣した。

（1）派遣目的

（D中国側関係者にプロジェクト方式技術協力

の枠組みを説明すること。

②要請の内容および背景を詳細かつ正確に把

握し，国家開発計画などの上位計画の中で

の位置付け，中国側の実施体制などを明確

にして，技術協力の可能性を確認すること。

③実施基本方針および実施計画を確認または

策定すること。

（2）事前調査で合意された事項

（∋協力期間（5年間と合意された。）

②日本側が講ずべき措置（専門家派遣，中国

人カウンターパートの日本研修，機材供与）

③中国側が講ずべき措置（カウンターパート

の配置，供与機材の維持管理費の負担など）

④その他

3－2　長期調査団の派遣

プロジェクト開始に必要な事項の確認および

協議のために，94年4月4日～4月13日に長期

調査団（団員数3名）を派遣した。

（1）派遣目的

①技術移転スケジュールについて中国側と協

議を行うこと。

（参中国側の実施体制を確認すること。

③プロジェクト・デザイン・マトリクスを策

定すること。
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④討議議事録（R／D）および暫定実施計画

（TSI）（第1表）について基本的な理解を

得ること。

（2）長期調査で合意された事項

①中国側の実施体制（カウンターパートはす

べて専任とし，プロジェクト開始までに決

定すること，プロジェクト開始までに建物

施設等の整備に関して必要な措置をとるこ

となどが合意された。）

②プロジェクトの実施スケジュール

③機材供与（供与する機材とその仕様は日本

の会計年度ごとに双方協議のうえ，日本側

の予算に応じて決定されることが合意され

た。）

④その他

3－3　実施協議調査団の派遣

長期調査団の派遣に続いて，94年8月7日、

8月13日に実施協議調査団（団員数7名）を派

遣した。

（1）派遣目的

①技術協力実施に必要な事項（専門家派遣，

研修員受入，機材供与，中国側人員配置，

施設整備）について中国側と協議し，合意

に達すればR／Dの署名を交わすこと。

②協力計画について協議し，合意した内容を

TSIに取りまとめ，署名を交わすこと。

（2）実施協議調査で合意された事項

①協力期間（94年9月1日から5年間）

②日本側の投入（長期専門家派遣3名／年，

短期専門家派遣3～5名／年，研修員受入

3名程度／年，機材供与合計3億円程度）

③中国側の投入（カウンターパートの配置，

施設整備，運営経費）

④暫定実施計画（第1表）

⑤その他

4　専門家派遣前研修

JICAは，派遣専門家等に対し，国際協力活

動，現地生活および赴任前準備について必要な

知識，情報を提供することを目的として，国際

協力機構国際協力総合研修所において専門家派

遣前研修を実施している。研修プログラムは，

共通研修，タイプ別研修および語学研修の3つ

から構成されている（国際協力機構国際協力総

合研修所，2006）。

（1）共通研修

専門家等として派遣されるために最低限必要

な知識や現地で業務を遂行するために必要な情

報等の提供を中心とした研修である（第2表）。

原則として1年以上派遣される長期専門家は全

員受講しなければならない。研修期間は1週間。

（2）タイプ別研修

専門家個人の経歴や資格等を踏まえ，対象者

別に実施する研修である。プロジェクト派遣専

門家の必修科目と業務遂行上受講が望ましい選

択科目を第2表に示した。初赴任者は原則とし

て全員受講しなければならないが，過去に長期

専門家等として派遣された実績のある者は受講

しなくてもよい。研修期間は2週間。

（3）語学研修

技術協力に必要な語学力の向上を目的とする

研修である。開講する言語は英語，スペイン語，

フランス語，中国語，ポルトガル語。受講の要・

不要は，JICAが本人の語学力（過去の経験・

有資格等）を審査のうえ判断する。研修期間は

3週間。
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（1）投入

技術協力の中身と問題

第1表　暫定実施計画（TSI）

年　　 度 1994 1995 1996 1997 1998 1999
協力期間

日本側

1 ．専門家の派遣

　長期専門家　短期専門家

－

○

－ ー
2 ．C ／P 日本研修 －
3 ．機材供与 ○ ○ ○

中国側

1 ．専任C ／P 配置

2 ．土地 ・建物等の提供

3 ．ローカルコスト

（2）技術移転計画

年　　 度 1994 1995 1996 1997 1998 1999
1 ．基礎的研究技術の向上

（1）調査 ・試料採取 ・岩石鑑定
専門家（1 、4 ）派遣（長期・短期）
C ／ P 日本研修
機材の整備 ・調整

（2）岩石薄片 ・鉱物分離 ・X 繰回析
専門家（2 ，3 ）派遣 （長期 ・短期）
機材の整備 ・調整

（3）化学分析 ・EP M A分析
専門家（3 ～ 5 ）派遣 （長期・短期）
C ／ P 日本研修

○ ○ ○

○ ○ ○

機材の整備 ・調整

（亜鉱物中の流体抽出・安定同位体分析
専門家（3 ～ 5 ）派遣（長期・短期）

○ ○ ○

－ － －C ／ P 日本研修
機材の整備 ・調整

（5）放射性同位体測定（年代測定）
専門家（4 ， 5 ）派遣 （短期）

○ ○

○

○ ○

C ／ P 日本研修
機材の整備 ・調整

（6）統計処理
専門家（4 ～ 6 ）派遣（短期）

○ ○

C ／ P 日本研修
機材の整備 ・調整

2 ．鉱床 ・岩石の対比
専門家（1，2，4，6）派遣（長期・短期）
C ／ P 日本研修

3 ．流体の特徴の探査への応用
専門家（4 ， 5 ）派遣（長期・短期）
C ／ P 日本研修

4 ．広域地質学的検討
専門家（1 ～ 6 ）派遣（長期・短期）
C ／ P 日本研修

○ ○

－ －専門家分野1；地質学，2；岩石学，3；鉱物学，4；鉱床学，5；地球化学，6；鉱物資源学
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第2表　専門家派遣前研修の研修科目

研　 修　 科　 目

共通研修 日本 の O D A の現状，JIC A の協 力方針，JIC A の技術協 力概要 ，JICA の援助 アブ

（1 週 間） ローチ，国別 ・課題別 アプローチ，JIC A 事業 と評価

国際的な援助 の潮流

技術協 力 プロジェク ト専門家の業務，専 門家の活動 と事業サ イクル，本部担 当者

との打 合せ ／業務 内容 の理解 ，専 門家心得

専門家派遣制度 ・派遣手続 き，福利厚生制度 ・共済会 ，健康管理支援 ，海外安仝

対策，健康管理， メンタルヘルスな ど

タイプ別研 修

PM 力強化 （JPC M モニ タリング ・評価 ，システム思考演習），
コ ミュニ ケーシ ョンカ （英文業務実施計画書作成 ，プ レゼ ンテー ション演 習，プ

レゼ ンテーシ ョンス キル，異文化理解），
地域関連知識 （国 を見 る視点／指標か ら途上国の課題 を理解す る），

調査力 （情報 リソース活用法），

（2 週 間） 分野力 （プロジェク ト協力事例紹介），
実務力強化 （機材調達の ガイ ドライン，機材仕様書作成手法），

現場力強化 （プロジェク トのチ ーム作 り， 人材育成 とコーチ ング），

O D A 課題理解 （ジェ ンダー平等推進 ，人間の安全保障），

10 D A スキーム理解 （研修事業 と南 々協力）

語学研修
（3週間）

英語，スペイン語，フランス語，中国語，ポルトガル語

阿際協力機構国際協力総合研修所（2006）を基に作成した。

5　研究所の位置および実験室等の配置

研究所は北京市北部の既存の研究所（6階建

て）の中に設置され，3階全部（1，287平方メー

トル）および1階の・一部に割り当てられていた。

3階には主任・副主任執務室1，事務室1，会

議室1，日本人チーフアドバイザ執務室1，日

本人長期専門家執務室2，日本人調整貞執務室

1，日本人短期専門家執務室（大部屋）1，実

験室16など合計29室が，1階には実験室6と別

棟に実験室3が配置された。その他，岩石や鉱

石の格納庫1棟が準備された。機材はほぼ1機

種当たり1実験室の割合で配置された。

6　技術移転等活動の概要

6－1赴任前のプロジェクトの状況

本プロジェクトは94年9月1日にスタートし，

著者は1年半後の96年4月に赴任した。第2章

で述べたように本プロジェクトの活動計画は全

部で6項目あり，著者が派遣されたときはその

うちの「①基礎的研究技術の向上」と「⑥機材

の整備」の活動の段階であった。従って，著者

の専門家としての本来の任務は，野外調査，顕

微鏡観察，各種機材を用いた化学分析，データ

解析，機材の操作法・保守管理法など，著者の

持つ技術をカウンターパートに移転することで

あった。

ところが，赴任直前にJICA本部の担当者か

ら本プロジェクトの現状について説明があり，

ひとつの頼まれごとがなされた。「このプロジェ
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クトはスタートしてから1年半が経つが，ほと

んど動いていない。このままでは潰れる。外務

省も怒っている。何とか動かして欲しい。」と

いうことであった＊3。著者の専門家としての

本来の任務は上述のとおりであったが，「プロ

ジェクトを動かす」ことを当面の使命と定めて

赴任した。

6－2　実験室の整備と機材の搬入等

6－2－1　実験室の整備

着任してみるとJICA担当者の言うとおり，

幾種類かの大型精密機材が研究所の玄関付近に

置いてあった。玄関には屋根が付いていたので

雨に濡れる心配はなかったものの，野ざらしに

近い状態であった。実験室未整備のため，搬入

できなかったのである。

実験室はほこりっぼく，薄汚れていた。水道

水は焦げ茶色に濁っていた。電力は容量が小さ

くかつ不安定であった。高感度の分析機器を設

置するには不十分であった。部屋や水が汚れて

いたり電力が不安定では信頼できるデータが得

られない。また一部の機材（X線回折装置）は

重量が重く，既存の床では耐えられない危険が

あり，当初設置予定の3階から1階に移す必要

があった。二重窓の設置，水道管の取り替え，

電気工事など，実験室の整備が完了したのは7

月10日であった。

6－2－2　機材の搬入と組み立て

実験室が整備されると，カウンターパートや

事務員が丸太とロープを巧みに使い，機材を人

力で3階の実験室に運び入れた。

機材の搬入が終わると，メーカーから技術者

が派遣され，機材の組み立てが行われた。大型

の精密な機材は専門家が組み立てることは不可

能であり，メーカーの技術者が機材組み立ての

短期専門家として派遣される。試運転が終わる

と，技術者は帰国する。これからが本来の専門

家による技術移転活動に入る。

6－3　野外調査と試料収集

カウンターパート2名に対する野外調査法の

指導＊1と室内実験に供する試料の収集を目的

に，96年8月16日から同年8月30日までの約2

週間，内モンゴル自治区北部の満洲里周辺地域

（ロシアとの国境近く）において地質鉱床の調

査を実施した。5つの非鉄金属鉱床を調査し

（写真2），約200個の試料を採取した。

■二重このことは，国際協力事業団の計画打合せ調査団報告書に詳しく述べられ，巡剛旨導調査団報告二割二も触れ

られている。前者ではとくに次の2つの問題が指摘された。

1カウンターパートの配置状況：7名のカウンターパートが一応配置されていたが，そのうち専任は1名の

みであった。他の6名は兼任であって，彼らのほとんどは研究所に毎日出勤していないため，専門家が技術

移転をする相手がなく，プロジェクト活動の進捗に大きな支障をきたしていた。日本側は再三にわたりカウ

ンターパートの増員配置を申し入れたが，一向に改善はみられなかった。

2実験室の整備状況：日本から94年度機材としてX線回折装置，偏光顕微鏡等を供与し，95年8月に研究所

に到着したが，実験室の整備の遅れから各機材が設置できないため，建屋外の自転車置き場（屋根付き）に

梱包のまま置かれていた。度重なる日本側からの申し入れにもかかわらず実験室の整備は進展しなかった。

JICA本部，JICA中国事務所，プロジェクト国内委員会，専門家等，日本側関係者全員が，中国側の実施体制

の遅滞を憂慮し，再三中国側に対処を迫った。

＊1カウンターパートの多くは博士の学位を有しており，研究レベルが高いので，実際は「指導」というより

「共同調査」といったほうが正しい。
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◆「辛雷王＿－「．

写真2　左：額恩陶勤蓋鉱床（鉱脈型銅鉱床）。右
ンゴル自治区満洲里南方。1996年8月撮影。

6－4　顕微鏡観察用試料作成と顕微鏡観察

次のこ主、・3）の技術移転を行うために，野外調

査で採取した試料から顕微鏡観察用試料を作成

し，顕微鏡観察を行った。

・T行Ⅰ二室に設置した大型・小型岩石切断機，自

動研磨機，自動薄片作成装置などの使用法

等3階に設置した偏光顕微鏡による岩石および

鉱石の観察法

③顕微鏡写真撮影装置の使用法

日本では顕微鏡観察用試料の作成は研究者自

身が行うが，中国では研究者と技術者の仕事が

明確に分担されており，顕微鏡観察用試料の作

成は技術者が行う。従って，技術者には顕微鏡

観察用試料の作成法を，研究者には顕微鏡観察

法や写真撮影法を指導することになった。

6－5　機器分析

次に，野外調査で採取した試料を用いて化学

分析を指導した。化学分析には目的に応じてい

ろいろな方法がある。著者が扱った分析機器は

主にX線回折装置，熟分析装置およびEPMA

であった。それぞれ試料の前処理から機材の操

作，データ解析，機材の保守管理までの技術移

転を行った。供与された分析機器の多くは最新

鋭のコンピュータ制御型なので，機材の操作や

大損鉱床（温泉型金鉱床）。いずれも中国内モ

データ解析はそう難しくない。むしろ厄介なの

は，水質の管理，停電時の対応，故障時の対応，

部品・消耗品の調達方法，機材や実験室の掃除，

実験室の整理整頓など，機材の保守管理である。

高精度な機材ほど保守管理は難しい。

先に述べたように中国では分業制が発達して

おり，一般に研究者は自分で機材を扱わず，分

析などは技術者に依頼する。試料の前処理から

機材の操作，データ解析，機材の保守管理まで

のほとんどの作業は技術者が行う。また技術者

は機材ごとに異なっていた（機材ごとに，異な

る技術者が貼り付けられていた）。このような

分業体制は著者にとって不安材料であった。研

究者から技術者への分析依頼が恒常的にあると

は限らず，依頼が途切れれば技術者はその間ブ

ラブラしているだけになってしまう。技術者は

せっかく修得した技術を忘れてしまい，供与さ

れた機材は動かなくなってしまうという心配で

ある。

6－6　現地業務報告書および最終報告書の作成

長期派遣専門家は，任期中3ケ月ごとに技術

移転活動の進捗状況，成果の概要，問題点・課

題などをJICAに報告しなければならない。こ

の報告書はJICA中国事務所を通してJICA本
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部（東京）に送付される。著者が提出した4回　　時に，1年間の活動を総括した最終報告書『活

の報告書を以下に示す（要点のみ抜粋）。　　　　動の概要と提言』を日本語と中国語で取りまと

著者は，これらの報告書とは別に，任期満了　　め（志賀，1997），JICA本部，JICA中国事務

平成8年度第1四半期報告（4～6月）

活動計画：

本年度の主な活動目標は94・95年度の供与機材を動かすことであり，それに向けた第1四半期の活動計画
は次のとおりであった。

1．機材を設置するための実験室等を整備する。

2．実験室整備後の機材の設置・運転に備えて，必要な部品・消耗品等を買い揃えておく。
3．実験室ができ次第，早期に到着した機材（X線粉末回折装置，蛍光X線分析装置）は試運転まで行う。

活動実績：

1の実績：大部分の実験室で電気容量が足りず，電気工事が必要になった。北京市との協議や，仝機材の電

気容量に関するデータの収集等に時間がかかり，工事は6月25日に始まったばかりである。7月
中旬までには完了する見込み。

2の実績：あまり進んでいない。中国側に財政的ゆとりがなく，現在購入を極力抑えている。

3の実績：実験室の整備が遅れているため，進んでいない。

成果概要：当初の計画より遅れてはいるが，全体としては目標に向かって着実に進んでいる。

問題点・課題：
実験室の整備が完了すれば機材は設置・運転できるが，中国側の資金不足という深刻な問題に直面している。

必要な消耗品等が揃っていなければ，機材が設置されても使えない。また，8月、9月に短期専門家が相次

いで赴任するが，それまでに買い揃えておかなければ，短期専門家は十分に活動できない。

平成8年度第2四半期報告（7～9月）

活動計画：

第1四半期のインフラ整備に引き続き，今四半期は94・95年度供与機材の設置・運転という実質的な活動に

入る。今期活動対象としていた機材は，次のとおりである。

1．岩石切断機・研磨機・薄片作成装置・偏光顕微鏡・流体包有物測定装置（94年度供与機材）

2．X線粉末回折装置（94年度供与機材）　　　　3．気体用質量分析計（95年度供与機材）

4．固体用質量分析計（95年度供与機材）　　　　5．蛍光X線分析装置（95年度供与機材）

6．イオンクロマトグラフ（95年度供与機材）　　7．熟分析装置（95年度供与機材）

活動実績：

1の機材：すべての機材が使用可能となった。

2の機材：設置・運転が行われ，中国側への技術移転がなされた。

3の機材：設置が終わり，現在調整が続いている。3月に派遣される短期専門家によって技術移転がなされ

る予定である。

4の機材：設置が終わり，現在，短期専門家やカウンターパートによる調整が続いている。

5の機材：短期専門家やカウンターパートにより設置・試運転が行われ，中国側への技術移転がなされた。

6の機材：設置が行われた。

7の機材：第3四半期に設置・運転の予定。

成果概要：
過密なスケジュールであったが，全体として大きく前進した。しかし，技術移転という視点からは中途半端

に終わってしまう（消化不良を起こす）心配がある。機材の設置・運転に際しては中国側も積極的に参加し

ていたが，どの程度技術移転がなされたか不安が残る。実際にサンプルを使って技術移転の程度をチェック
する必要がある。あまりにも急に動き出し，現場の対応が追いつかないという感じだ。

問題点・課題：
中国では分業制が発達しており，一般に研究者は自分で機材を扱わず，技術者に分析などを依頼する。最近

研究所では研究者だけでなく技術者の採用をも進め，機材の運転は技術者に行わせる方向にある。
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平成8年度第3四半期報告（10～12月）

活動計画：

第3四半期の主な活動計画は次の2つであった。

1．第2円半期に技術移転された供与機材を用いて，野外調査で採取した試料のデータを出してみること0

2．94・95年度供与機材のうち残っていた熱分析装置とEPMAの2機材を設置・運転すること0

活動実績：

1．岩石切断機・研磨機・薄片作成装置・偏光顕微鏡（写真撮影装置付き）‥いずれも順調に作動し・良好

な薄片・研磨片が作成できるようになった。また，顕微鏡写真も立派なものが撮影できるようになった0

2．X線粉末回折装置：冷却水循環装置や電圧部に問題が生じたが，現地の業者を呼ぶことによって対応で

きる。分析データは精度の高いものが出ている。

3．熱分析装置：設置・調整が終わり，高い精度のデータが出るようになった0

4．EPMA：現在，短期専門家と2名のカウンターパートにより設置・調整が行われている。作業は順調に

進んでいる。

成果概要：

各機材に技術者が配置され，彼らに対する技術移転は順調になされている0また・野外調査で採取した試料

を用いた実験によって，各機材とも精度の高いデータが出ることが確認できた。

問題点・課題：

機材は動くようになったが，研究者による研究活動は当初期待したほど活発になっていない（研究者による

機材の利用状況が好ましくない）。大部分の研究者は専任でないため，研究所への帰属意識が薄いことなど

が理由として考えられるが，いかにして研究活動を活発にさせるかが今後の課題である0

平成8年度第4四半期報告（1～3月）

活動計画：

第4四半期の主な活動計画は次の2つであった。

1．研究者の研究活動を活発にすること。

2．EPMAの設置・調整を終わらせ，天然試料を分析してみること。

活動実績：

1について：専門家－カウンターパート会議などを通していろいろと努力を尽くしてきたが・なかなか効果

があがらなかった。

2について：ほぼ予定どおり進んだ。技術者は積極的かつ優秀であり，技術移転はなされたと思うが・まだ

トレーニングを繰り返す必要がある。

成果概要：

この1年を振り返ると，第1、第2四半期は実験室づくり，第2、第3四半期は機材の設置・運転，第3～

第4四半期は機材を用いた研究活動という流れであった。

問題点・課題：

研究者の研究活動をいかにして活発にするか。これが直面する最大の課題であり，研究所の将来にとって深

刻な問題である。

所，研究所など関係機関に配布した。「提言」

では研究所の中・長期的方向性を提示し，関係

者から理解と支持が得られた。「提言」の内容

は以下のとおりである（要点のみ抜粋）。

結果的に著者が任期中に行った活動は，実験

室づくり，機材の設置・運転，野外調査，機材

を用いた研究活動であった。それぞれ技術移転

は十分に満足できるものではなかったけれども，

「プロジェクトを動かす」という当初の目標は

達せられたように思う。
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最終報告書（平成9年3月）

提　言

一年間の活動を踏まえ，JICA本部，JICA中国事務所および研究所に対し次の3項目を提言する。

1　研究者の質・量をさらに充実させること

本研究所の研究設備は質・量ともにきわめて優れている。1つの研究機関にこれほど多くの，しかも高度

な機材が集中しているところは日本では見られないし，世界的にもそう多くないと思われる。本研究所の研

究設備を活用すれば，世界をリードするような高いレベルの研究成果を挙げることができる。しかしそれに

は，設備にふさわしい優れた研究者や技術者を揃える必要がある。

本研究所はここ1年，優秀な研究者を確保すべくさまざまな努力をし，少しずつ充実してきてはいるが，

まだまだ不十分である。研究者の充実をめざして一層の努力を期待したい。

2　本研究所を内外に開放された研究基地に発展させること

本研究所は研究設備の面で世界のトップ水準にあり，研究所を広く内外に開放すべきである。例えば次の

ような方法によって開放を行う。大学・企業等の研究者への設備の開放，内外の研究者との共同研究の推進，

シンポジウムの開催，大学院生・若手研究者の受入と養成。

3　本プロジェクトを2年間延長すること

本プロジェクトは残すところあと2年余であり，1および2の達成は困難と思われる。2年の延長が望ま

しい。延長が認められた場合，その2年間は2の推進に費やすことが望ましい。

1年間の活動を振り返ると，「モノに振り回

された」というのが実感である。技術協力は無

償である。相手にとっては，二度と巡ってこな

い千載一遇のチャンスである。「タダ（無償）」

であるならば，できるだけ高価な機材を，でき

るだけ多く要求するのは当然の姿である。日本

の技術協力は本来，「国造りは人づくりから」

というスローガンのもと，日本人専門家が相手

を指導し育て上げることを主な目的とし，機材

は，極端に言えば，指導に必要ならついでに持っ

ていくという程度のものである。モノはヒトの

付属品という位置づけである。現実はこの逆で，

まず供与するモノを決め，その後モノに適した

人材を探して派遣するという形であった。現場

では，モノが活動の中心にあり，皆がモノに振

り回され，モノが心配の種になった。

7　本プロジェクトの問題点

7－1　実験室の問題

先に述べたように，実験室は未整備であった。

実験室の整備が終わったのはプロジェクトがス

タートしてから2年経っていた。5年計画のう

ちの実に2年である。結果的にこの遅れによっ

てプロジェクトは2年間延長された。

プロジェクト開始前（94年4月）に実施され

た長期調査の報告書によれば，日本側は中国側

関係者との協議で，冷暖房，水道，電源および

二重窓の設置は専門家赴任後専門家の意見を聞

きながら行うように申し入れている。そして同

調査の協議議事録では，「中国側は，プロジェ

クト開始までに各部屋への水道・電源の敷設に

関し必要な措置をとる。その他（二重窓など）

については日本人専門家の赴任後に双方協議の

うえ必要な措置をとる」とされた。

実際は，プロジェクト開始までに各部屋への

水道・電源の敷設に関し必要な措置はあまりと
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られていなかったし，専門家が赴任した後も1

年半の長期にわたりこれらの工事は行われなかっ

た。以上，機材を入れる実験室が整備されない

状態でプロジェクトがスタートしたという点に

問題があったといえる。

7－2　カウンターパートの問題

第3および第4四半期報告書で述べているよ

うに，機材は動くようになったが，使用するカ

ウンターパート（研究者）が少なく，研究活動

は活発にならなかった。これは，カウンターパー

トの大部分が専任でなく「かけもち」であった

ことによる。いかにカウンターパートを確保し，

いかに研究活動を活発にするかが深刻な問題と

なった。そして最終報告書では，機材にふさわ

しい優れたカウンターパートを増やすように提

言している。

93年10～11月の事前調査時に中国側から，97

年までにカウンターパートを30名配置する計画

が示され，そして長期調査時には11名のカウン

ターパートの名簿＊5が示された。しかし，名

簿に記されたカウンターパートの大部分は専任

でなかったことから，日本側は，カウンターパー

トは全員専任にするよう強く求め，その協議議

事録には「カウンターパートおよび職員はすべ

て専任とする」旨明記された。カウンターパー

トの公募は，9月1日にプロジェクトが発足し

た後，赴任する専門家と討議のうえ9月中に行

うことを考えていたようである。

実際は，専門家が赴任した後も1年半の長期

にわたり募集は行われなかった。著者の任期中

に募集・採用が行われたが，それでも足りず

（目標の30名には達せず），結果として上述のよ

うな事態に至った。以上，専任のカウンターパー

トが揃わない状態でプロジェクトがスタートし

たという点に問題があったといえる。

7－3　運転資金（ランニングコスト）の問題

実験室整備後の機材の設置・運転に備えて，

現地調達できる部品・消耗品は買い揃えておく

計画であったが，中国側に財政的ゆとりがなく，

購入を抑えざるを得なかった＊6。運転に必要

な消耗品等が揃っていなければ，機材が設置さ

れても使えない。中国側の資金不足は深刻な問

題になった（第1四半期報告書）。

事前調査の協議議事録で「中国側は日本が供

与する資機材の維持管理費の負担に関し必要な

措置を講ずる」ことが合意されているが，事前

に機材のランニングコストについて深い話し合

いが行われなかったところに問題がある。機材

の維持管理にどれだけの費用がかかるか，中国

側は深く考えなかったのであろう。日本側も機

材ごとに詳しく説明すべきであった。

研究所には高度で高価な機材が多数供与され

た。日本中を見回しても，これほどの機材がひ

とつの研究機関に集中的に設置されているとこ

ろはほとんどない。おそらく世界にもめったに

ないであろう。これらの機材が正常に稼働し，

十分に活用されれば，世界の最先端の研究がで

きる。しかし，そのためにはランニングコスト

の継続的確保が不可欠である。これほどの機材

を長期にわたって良好な状態に維持していくこ

＊5著者が赴任したとき，名簿に記載された11名のカウンターパートのほとんどはいなかった。日本側の主張

で，中国側が急ごしらえしたものと思われる。

・6日本の技術協力では，供与された機材のランニングコスト（部品費，消耗品費，水道代，電気代など）は相

手側が負担することになっている。
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とは，たとえこれが日本の研究機関であっても

きわめて困難である。機材が高価であれば高価

であるほど，高度であれば高度であるほど維持

管理にカネがかかる＊7。

8　提言一効果的な技術協力をめざして－

8－1提言1：相手側における事前研修の実施

日本側は調印されたR／Dに従って専門家の派

遣や機材の供与を行った。プロジェクトが計画

どおりに進まなかったのは明らかに相手の準備

不足や対応の遅れが原因であった。実験室未整

備の問題（「7－1」で述べた。）にしても，専

任カウンターパート不足の問題（「7－2」で

述べた。）にしても，またランニングコスト不

足の問題（「7－3」で述べた。）にしても，日

本の技術協力に関する中国側の認識不足，逆に

言えば，日本側の説明不足が原因であったと思

われる。

そこで今後のプロジェクトでは，プロジェク

ト開始前の適切な時期に，相手側の関係者（政

府の役人から実際に現場で仕事をするカウンター

パートや事務員までプロジェクトに直接的・間

接的に関係するすべての者）を対象に，プロジェ

クトの目的，進め方，プロジェクトにおける各

人の位置付け・役割などを十分に理解してもら

うために，日本で行っている派遣前研修（第4

章で述べた。）のようなものを実施することを

提案する。相手側における事前研修のプログラ

ムの例を第3表に示した。

期待される効果：

○　日本の技術協力に関する相手側関係者の認

第3表　相手側における事前研修のプログラム（例）

主　　　催：現地JICA事務所

受講対象者：相手側責任者，カウンターパート予

定者，事務員予定者，その他の関係者

研修内容

1技術協力要請の背景

2　プロジェクトの概要（R／Dに沿って）

・プロジェクトの目的

・日本側の投入（専門家派遣，機材供与，研修

員受入）

・中国側の投入（カウンターパート，施設，ロー

カルコストなど）

3　実施計画（TSIに沿って）

4　日本側の準備状況

5　相手側の準備状況

識を高め，日本側と相手側が同じ目的意識を

持ってプロジェクトに取り組むことができる。

○　各人の任務に対する緊張感や心構えを養う

ことができる。日本の技術協力では，あくま

で主役は相手側であって，相手側が動かなけ

れば何の成果も上がらないということを強く

認識させる必要がある。

○　相手側，日本側双方にとって相手の準備状

況を把握することができ，準備不足や対応の

遅れなどの問題を解消することができる。

8－2　提言2：専門家派遣前個別研修制度の

導入

派遣専門家にはJICA専属の国際協力専門員

や登録専門家（国際協力の経験者）もいるが，

多くは大学の教員，研究機関の研究者，企業の

技術者，医師などの「頼まれ専門家」，いわば

国際協力の素人である。このような専門家に対

する派遣前研修は有効である。ただ，この研修

・7発展途上国に高度な機材はいらない，相手のレベルにあったものを供与すべきだということがよくいわれる0

プロジェクト終了後の機材の維持管理を考えると，実際そう思う。しかしそれは難しい。メーカーは常によ

り進んだものをつくり，20，30年前の手動のものをつくるよう頼んでもつくってくれない。
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は，世界のさまざまな国へさまざまな目的で派

遣される専門家とその同伴配偶者を集めて行わ

れる集合研修であるためやむを得ないことと思

われるが，著者の経験では，研修プログラムの

内容が全体として概説的なものになっている

（第2表参照）。

派遣が間近に迫っている専門家は，与えられ

た任務に対する緊張感に包まれている。その意

味で，研修プログラムの中でとくに重要と思わ

れる研修科目は「本部担当者との打合せ／業務

内容の理解」と「専門家心得」であろう。「本

部担当者との打合せ／業務内容の理解」では，

当該専門家のプロジェクト実施計画の中での位

置付け，業務内容，JICA本部・在外事務所な

ど各プレーヤーの位置付けと役割などを把握す

る＊8。また「専門家心得」では，専門家への

期待，専門家の心構え，日本の代表としての認

識などを理解する（国際協力機構国際協力総合

研修所，2006）。しかし，これらに費やされる

時間はわずか3時間と少なく，他の研修科目の

中に埋もれてしまっている。これでは専門家と

しての緊張感が失せてしまうのではないだろう

か。

そこで，現行の専門家派遣前研修の中から

「本部担当者との打合せ／業務内容の理解」と

「専門家心得」を取り出し，「専門家派遣前個別

研修（仮称）」として独立させてはどうだろう

か。すなわち，現行の研修を集合研修と個別研

修の二本立てにし，後者を充実させるというこ

とである。個別研修では，例えば，R／Dを含む

一連の調査団報告書，派遣中の専門家の業務報

告書（四半期報告書）などをもとに，当該プロ

ジェクトの要請背景，交渉経緯，プロジェクト

の目的，現状と問題点，当該専門家の任務など

をたたき込み，各専門家に対し個別にきめ細か

なオリエンテーションを行う。

期待される効果：

○　専門家に対して，プロジェクトにおける自

分の位置付け，役割などを理解させることが

できる。

○　専門家としての緊張感や心構えを養うこと

ができる。

○プロジェクトサイトで発生する諸問題に円

滑に対応できる能力を養うことができる。

8－3　提言3：準備専門の単発専門家の派遣

機材を搬入する実験室が整備されていない状

態でプロジェクトがスタートした。このことが，

プロジェクトが動かず日本側関係者をやきもき

させ，2年間延長の直接的な原因となった。限

られた期間のプロジェクトを効果的に進めるに

は，実験室の整備はプロジェクト開始前に完了

していることが望ましい。

そこで今後のプロジェクト，とくに大型のプ

ロジェクトでは，プロジェクト態勢に入る前に，

実験室整備など準備専門の単発専門家を派遣す

ることを提案したい。この場合，プロジェクト

の全期間を通して供与される機材はプロジェク

ト開始前の段階では確定しないという問題があ

る。これは，供与機材は日本側の予算に応じて

年度ごとに決定されるからである。どのような

機材が供与されるのか，それらの機材はどの程

度の質の水を必要とし，どの程度の電力を必要

とするのか，などがわからないのでは実験室の

＊8国際協力事業団（1995）の「担当者によるオリエンテーション等」では，「要請書，協定書（または討議議

事録），各種調査報告書等により，協力事業の削勺，経緯，専門家の職務内容，指導事項，携行機材の必要性

等について十分理解してもらう。」となっている。
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準備のしょうもない。しかし本プロジェクトを

含めこれまで実施されたプロジェクトをみると，

事前調査から実施協議調査までの一連の協議の

中でプロジェクトの全期間を通して供与される

機材が決定されているので準備を進めることは

可能と思われる。

期待される効果：

○　準備専門の単発専門家を派遣することによっ

て，プロジェクトの下地が整備され，プロジェ

クトに円滑に移行できる。・

9　おわりに

本稿では主として，著者が専門家として携わっ

たプロジェクトについて，とくに長期専門家と

して携わったプロジェクト前半に絞って問題点

を指摘し，改善策を提案した。このプロジェク

トは10年も前のいわゆるプロジェクト方式技術

協力の例である。近年のプロジェクトはモノ・

カネ中心のハード型は少なくソフト型が主流に

なっていると聞くが，ここにあげた提言はソフ

ト型プロジェクトにも適用できるものと思って

いる。

このプロジェクトはスタート時につまずきは

あったものの，その後日中双方の関係者の努力

により，優秀な専任のカウンターパートが増員

され，彼らに対する技術移転が進み，彼らの研

究成果は年々増え，研究レベルも高まっていっ

た。このプロジェクトは最終的には，中国にお

ける日本の技術協力の成功例として中国政府か

ら高く評価された。

や白菜を，夏にはスイカを山と積んだ馬車やト

ラック，路傍に陣取る靴，衣類，野菜・果物な

どの露天商。これらの風物は，今や北京の中心

では見られない。変貌する中国を目の当たりに

することができたのは全く幸運であった。この

ような機会を与えてくださったJICAおよび鹿

児島大学に対し，深く謝意を表する。またひと

り一人の名を記すことは差し控えるが，公私に

わたりお世話になった専門家の方々に対し，厚

くお礼を申し上げる。
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